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カウンタバランスバルブ

電磁弁積層用型式

    VDSQ-10 ・ VDSQ-20 ・ VRSQB-40

外部配管用型式

VSQ-03-70
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本製品の修理部品表はエナパックのウェブサイト http://www.enerpac.co.jp、
最寄りの指定エナパックサービスセンター、またはエナパック営業所で
入手することができます。

1.0 納品時の重要指示
全ての部品に運送中の損傷がないか目視で確かめてください。
運送中の損傷は保証されません。運送中の損傷が見つかった
場合、すぐに運送業者に連絡してください。運送中に生じた損傷
については、運送業者が修理費や交換費を全て負担します。

2.0 安全事項
              指示、警告、注意は必ずよくお読みください。安全
　　　　　　　  注意事項に従って、システム操作中に人身事故や
　　　　　　    器物破損が起こらないようにしてください。エナパック
は、瑕疵のある不安全な製品の使用、保守の不足、製品及び、
システムの不正な操作から生じる、損傷や怪我には責任を負い
ません。安全注意事項及び操作に関して疑問点があれば、
エナパックまでお問い合わせください。高圧油圧に関する訓練を
受けたことがない場合、エナパックが提供しています、商品の
取扱説明書を必ず機器を使用する前に読んでください。以下の
注意及び警告に従わない場合、装置の破損や人身事故の原因
となる恐れがあります。

関連法規についての注意
当該製品を安全にご使用いただくために、本取扱説明書を充分
ご理解いただくとともに、下記関連規格の安全に関する法規類
を必ず遵守の上、お取扱いください。
�高圧ガス取締法 �労働安全衛生法 �消防法 �防爆等級

警告サインの定義
注意は、装置やその他器物の破損を防止するための、適正な
操作や保守手順を示す場合に使われます。
警告は、人身事故を予防するために、適正な手順や心得が必要
な、潜在的な危険性を示します。
危険は、重傷や死亡事故の原因となる恐れがある禁止行為、また
は必須行為を示します。

製品を取り扱うときの注意事項
　　　     警告 ： 油圧機器を取り扱う際は、適切な保護用具を装　
　　　　 　着してください。
　　　     警告 ： 油圧によって支える荷物は整理整頓しておいて
　　　　   ください。シリンダを荷揚のために利用する場合、絶対に
荷重保持には使用しないでください。荷物を揚げ降ろした後は、
必ず荷重に十分に耐えれるブロックや固定物で受けてください。
　　　　　　警告 ： 荷物の保持には、必ず頑丈なものを使用してく
　　　　　　ださい。荷物を支持可能なスチール製、または木製
のブロックを慎重に選んでください。どのような荷揚またはプレス
作業であっても、シリンダを詰め木やスペーサーとして使用しない
でください。
　　　　　　注意 ： 製品に乗ったり、叩いたり、落としたり、外力を
　　　　　　加えたりしないでください。作動不良、破損、油漏れな
どを起こすことがあります。
　　　　　　警告 ： 装置の定格を超えないようにしてください。
　　　　　　シリンダの能力を超える重量の荷揚は絶対に行わな
いでください。過荷重は装置の故障や場合によっては、人身事故
の原因となります。

　　　　　警告 ： システムの使用圧力は、システム内の最低定格
　　　　圧力部品の、定格圧力を超えないようにしてください。圧力
計をシステムに取り付けて、使用圧力を確認してください。システ
ム内の圧力の監視は各自が行ってください。

製品の取り付け、取り外し時の注意事項
　　　　　注意 ： 取り付け、取り外し、配管、配線などの作業は、
　　　　　専門知識のある方が行ってください。
　　　　　（油圧調整技能士２級程度）

　　　　　注意 ： 作業を行う際には必ず装置の電源を切り、電動機、
　　　　　エンジンなどが停止したことを確認してください。また、油圧
配管内の圧力が「0」圧であることを確認してください。
　　　　　注意 ： 取付穴、取付面を清浄な状態にしてください。
　　　　　ボルトの締め付け不良、シールの破損により、破損、油漏
れなどを起こす恐れがあります。
　　　　　注意 ： 製品を取り付ける時は、必ず規定のボルトを使用
　　　　　し、規定のトルクで締め付けてください。規定外の取付を
すると、作動不良、破損、油漏れなどを起こすことがありますの
で注意してください。
　　　　　注意 ： バルブの取付は、サブプレート又はマニホールド
　　　　　に取り付けるものとし、取付面の平面度 10μm 以内、
面粗さ 3.2S 以内として下さい。
　　　　　注意 ： バルブの取付けにおいて方向性がありますので、
　　　　　十分注意して下さい。ネームプレートに近い方が”Ｔ”
ポートです。

　　　　　注意 : 作動油はエナパック純正作動油、または ISO
　　　　　規格、一般作動油 VG32 相当をご使用下さい。作動
油の汚染度は、常に NAS9 級以上を保って下さい。

運転時の注意事項
　　　　　危険 ： 操作中は、人身事故を防止するため、シリンダ
　　　　　やシリンダで負荷を受けている物から手足を離してくだ
さい。
　　　　　危険 ： 爆発または燃焼する危険のある雰囲気の中で　　
　　　　　は絶対に使用しないでください。
　　　　　警告 ： 異常（異音 ・ 油漏れ ・ 煙など）が発生した場合
　　　　　は直ちに運転を停止し、必要な処置を講じてください。破損、
火災けがなどの恐れがあります。
　　　　　注意 ： 初めて装置を運転する場合は油圧回路、及び
　　　　　締付部に緩みがないことを確認した上で運転してください。
　　　　　注意 ： 製品はカタログ、図面、仕様表などに記載された
　　　　　仕様以外で使用しないでください。
　　　　　注意 ： バルブが正常に作動するためにバルブ取付ボ
　　　　　ルトの締め付けトルクは、各バルブの規格値以内とし

てください。
　　　　　　注意 ： 油圧装置は火気や熱源から離してください。

　　　　　　熱が原因で、パッキンやシールが硬化して、油漏れが
生じたり、熱でホースが破損します。周囲温度は 15 ～ 55℃にて
ご使用下さい。油圧装置を摂氏 60°以上の温度環境で使用し
ないでください。故障の原因になるとともに、引火する危険性

があります。

　　　　　　警告 ： 最高使用圧力は、Ｐ，Ａ，Ｂポートが 70MPa
　　　　　　でＴポートが、7MPa です。それぞれの最高使用圧力
以内で使用して下さい。過大圧力は、バルブ本体が破損する
恐れがあり危険です。バルブ本体の破損によりアクチュエータ等
の圧力、位置保持が不能になり大変危険です。また過大流量
も同様バルブ本体の破損につながりますので、それぞれの機種
の許容流量を守って下さい。

　　　　　　警告 ： カウンタバランスのみで長時間（３０分以上）
　　　　　　アクチュエータの圧力保持、位置保持をする事は、
危険です。更に安全性を確保する場合は、パイロットオペレート
チェックバルブやシリンダ落下防止用のヒューズ弁を併用するな
ど考慮して下さい。誤った回路構成で油圧システムを作動した場
合は、制御不能になり負荷などが自重落下を起こし大変危険で
す。カウンタバランスバルブで外部パイロット制御（VRSQB-40 を
除く）を構成すれば構造上は、油のリークはごく僅かですがシス
テム回路によっては万全で無い場合があります。十分に油圧回
路構成及システム機構を検討してご使用になって下さい。



3

本製品の修理部品表はエナパックのウェブサイト http://www.enerpac.co.jp、
最寄りの指定エナパックサービスセンター、またはエナパック営業所で
入手することができます。

1.0 納品時の重要指示
全ての部品に運送中の損傷がないか目視で確かめてください。
運送中の損傷は保証されません。運送中の損傷が見つかった
場合、すぐに運送業者に連絡してください。運送中に生じた損傷
については、運送業者が修理費や交換費を全て負担します。

2.0 安全事項
              指示、警告、注意は必ずよくお読みください。安全
　　　　　　　  注意事項に従って、システム操作中に人身事故や
　　　　　　    器物破損が起こらないようにしてください。エナパック
は、瑕疵のある不安全な製品の使用、保守の不足、製品及び、
システムの不正な操作から生じる、損傷や怪我には責任を負い
ません。安全注意事項及び操作に関して疑問点があれば、
エナパックまでお問い合わせください。高圧油圧に関する訓練を
受けたことがない場合、エナパックが提供しています、商品の
取扱説明書を必ず機器を使用する前に読んでください。以下の
注意及び警告に従わない場合、装置の破損や人身事故の原因
となる恐れがあります。

関連法規についての注意
当該製品を安全にご使用いただくために、本取扱説明書を充分
ご理解いただくとともに、下記関連規格の安全に関する法規類
を必ず遵守の上、お取扱いください。
�高圧ガス取締法 �労働安全衛生法 �消防法 �防爆等級

警告サインの定義
注意は、装置やその他器物の破損を防止するための、適正な
操作や保守手順を示す場合に使われます。
警告は、人身事故を予防するために、適正な手順や心得が必要
な、潜在的な危険性を示します。
危険は、重傷や死亡事故の原因となる恐れがある禁止行為、また
は必須行為を示します。

製品を取り扱うときの注意事項
　　　     警告 ： 油圧機器を取り扱う際は、適切な保護用具を装　
　　　　 　着してください。
　　　     警告 ： 油圧によって支える荷物は整理整頓しておいて
　　　　   ください。シリンダを荷揚のために利用する場合、絶対に
荷重保持には使用しないでください。荷物を揚げ降ろした後は、
必ず荷重に十分に耐えれるブロックや固定物で受けてください。
　　　　　　警告 ： 荷物の保持には、必ず頑丈なものを使用してく
　　　　　　ださい。荷物を支持可能なスチール製、または木製
のブロックを慎重に選んでください。どのような荷揚またはプレス
作業であっても、シリンダを詰め木やスペーサーとして使用しない
でください。
　　　　　　注意 ： 製品に乗ったり、叩いたり、落としたり、外力を
　　　　　　加えたりしないでください。作動不良、破損、油漏れな
どを起こすことがあります。
　　　　　　警告 ： 装置の定格を超えないようにしてください。
　　　　　　シリンダの能力を超える重量の荷揚は絶対に行わな
いでください。過荷重は装置の故障や場合によっては、人身事故
の原因となります。

　　　　　警告 ： システムの使用圧力は、システム内の最低定格
　　　　圧力部品の、定格圧力を超えないようにしてください。圧力
計をシステムに取り付けて、使用圧力を確認してください。システ
ム内の圧力の監視は各自が行ってください。

製品の取り付け、取り外し時の注意事項
　　　　　注意 ： 取り付け、取り外し、配管、配線などの作業は、
　　　　　専門知識のある方が行ってください。
　　　　　（油圧調整技能士２級程度）

　　　　　注意 ： 作業を行う際には必ず装置の電源を切り、電動機、
　　　　　エンジンなどが停止したことを確認してください。また、油圧
配管内の圧力が「0」圧であることを確認してください。
　　　　　注意 ： 取付穴、取付面を清浄な状態にしてください。
　　　　　ボルトの締め付け不良、シールの破損により、破損、油漏
れなどを起こす恐れがあります。
　　　　　注意 ： 製品を取り付ける時は、必ず規定のボルトを使用
　　　　　し、規定のトルクで締め付けてください。規定外の取付を
すると、作動不良、破損、油漏れなどを起こすことがありますの
で注意してください。
　　　　　注意 ： バルブの取付は、サブプレート又はマニホールド
　　　　　に取り付けるものとし、取付面の平面度 10μm 以内、
面粗さ 3.2S 以内として下さい。
　　　　　注意 ： バルブの取付けにおいて方向性がありますので、
　　　　　十分注意して下さい。ネームプレートに近い方が”Ｔ”
ポートです。

　　　　　注意 : 作動油はエナパック純正作動油、または ISO
　　　　　規格、一般作動油 VG32 相当をご使用下さい。作動
油の汚染度は、常に NAS9 級以上を保って下さい。

運転時の注意事項
　　　　　危険 ： 操作中は、人身事故を防止するため、シリンダ
　　　　　やシリンダで負荷を受けている物から手足を離してくだ
さい。
　　　　　危険 ： 爆発または燃焼する危険のある雰囲気の中で　　
　　　　　は絶対に使用しないでください。
　　　　　警告 ： 異常（異音 ・ 油漏れ ・ 煙など）が発生した場合
　　　　　は直ちに運転を停止し、必要な処置を講じてください。破損、
火災けがなどの恐れがあります。
　　　　　注意 ： 初めて装置を運転する場合は油圧回路、及び
　　　　　締付部に緩みがないことを確認した上で運転してください。
　　　　　注意 ： 製品はカタログ、図面、仕様表などに記載された
　　　　　仕様以外で使用しないでください。
　　　　　注意 ： バルブが正常に作動するためにバルブ取付ボ
　　　　　ルトの締め付けトルクは、各バルブの規格値以内とし

てください。
　　　　　　注意 ： 油圧装置は火気や熱源から離してください。

　　　　　　熱が原因で、パッキンやシールが硬化して、油漏れが
生じたり、熱でホースが破損します。周囲温度は 15 ～ 55℃にて
ご使用下さい。油圧装置を摂氏 60°以上の温度環境で使用し
ないでください。故障の原因になるとともに、引火する危険性

があります。

　　　　　　警告 ： 最高使用圧力は、Ｐ，Ａ，Ｂポートが 70MPa
　　　　　　でＴポートが、7MPa です。それぞれの最高使用圧力
以内で使用して下さい。過大圧力は、バルブ本体が破損する
恐れがあり危険です。バルブ本体の破損によりアクチュエータ等
の圧力、位置保持が不能になり大変危険です。また過大流量
も同様バルブ本体の破損につながりますので、それぞれの機種
の許容流量を守って下さい。

　　　　　　警告 ： カウンタバランスのみで長時間（３０分以上）
　　　　　　アクチュエータの圧力保持、位置保持をする事は、
危険です。更に安全性を確保する場合は、パイロットオペレート
チェックバルブやシリンダ落下防止用のヒューズ弁を併用するな
ど考慮して下さい。誤った回路構成で油圧システムを作動した場
合は、制御不能になり負荷などが自重落下を起こし大変危険で
す。カウンタバランスバルブで外部パイロット制御（VRSQB-40 を
除く）を構成すれば構造上は、油のリークはごく僅かですがシス
テム回路によっては万全で無い場合があります。十分に油圧回
路構成及システム機構を検討してご使用になって下さい。

VDSQ-10・VDSQ-20バルブ構造図（VSQ-03-70は図-3を参照）

（注）パイロットポートのプラグが下向きの場合は内部パイロット制御となります。
      180°水平に回転させて取付けると B ポート制御になります。

　　　　　　警告 ： 回路の頻繁な切換や脈動は、バルブの振動の

　　　　　　原因となることがあります。また制御流量がバルブサイ

ズに対して極端に少ないときも振動発生の原因となることがあり

ますのでご注意願います。

　　　　　　警告 ： 加圧保持中に、搭載ボルト及びその他部品を

　　　　　　絶対に外さないで下さい。高圧の油が飛散し、皮膚等

を貫通する重傷を負うおそれがあります。

保守 ・ 保管上の注意事項

　　　　　注意 ： お客様による製品の改造は、絶対にしないでく
　　　　　ださい。
　　　　　注意 ： 資格を持った油圧技術者以外は、製品の点検
　　　　　修理を行わないでください。点検修理については、お近く
のエナパック指定サービスショップにご連絡ください。
　　　　　警告 ： 摩耗したり損傷した部品は、直ちにエナパックの
        　純正部品と交換してください。市販の標準部品は、破損
して人身事故や器物破損の原因となる場合があります。

3 . 0 使用目的
 1 . このカウンタバランスバルブは、アクチュエータにバッ
    クプレッシャーをかけることができます。
 2 . 例えばジャッキシリンダにより負荷を支えながら下降
    させる際、油圧方向切換弁のみで行った場合は、負
    荷の自重落下により下降速度の制御が不能になり大
    変危険です。
 3 . カウンタバランスバルブは、負荷とバランスする内圧
    をアクチュエータにかけることが可能なバルブです。
    内圧は、負荷に対し対抗する油圧力を常に発生させ
    ます。このバランス圧力により負荷の自重落下を防げ
    ます。また吊り下げられた負荷に対しても同様にカウ
    ンタ圧力をかけられますのでジグなどの負荷がついた
    プレス回路などにも使用できます。
 4 . カウンタバランスバルブには、以下の 4 シリーズを用意
    意しています。
    VD 用モジュラータイプ (10L/min 用 ) ： VDSQ-10
    VD 用モジュラータイプ (20L/min 用 ) ： VDSQ-20
    VR 用モジュラータイプ (40L/min 用 ) ： VRSQB-40
    外部配管タイプ（20L/min）                   ： VSQ-03-70
    共に最高使用圧力 7 0 M P a ( 7 0 0 K g f / c m 2) です。

    最大流量とは、圧力 6MPa 以下の流量時の条件で
    す。負荷時の許容流量は、最大流量の約 1 0 % 以内
    です。

4 . 0 構造及び作動原理
 1 . V D S Q - 1 0、V D S Q - 2 0、V S Q - 0 3 - 7 0 シリーズ

   ● 外部パイロット制御時の作動原理 （図 -1）

     外部パイロット制御が可能な機種は、VRSQB-40 を除
     く全機種です。外部パイロット制御は、カウンタ圧力の
     逆側ポートより制御パイロット圧力を導きます。油圧回
     路図において B 2 ポートが戻りポートとした場合、B 2
     から B1 に戻り油は流れます。しかし A1 の圧油を A2
     に排出しなければシリンダを戻せません。A1 から A2
     への流出を可能にするには、③のプランジャのポペット
     を押し開けることになります。プランジャの③は、スプリ
     ングの⑮によりシートに押し付けられておりアクチュエ
     ータの内圧は、方向切換バルブが中立ときにアクチュ
     エータの位置保持が可能になります。B2 から B1 に圧
     油が流れてくると外部パイロットの油道 P.P ポートにも
     内圧が発生します。この内圧は、パイロットピストン⑱を
     押し上げることになり結果、③プランジャをスプリングの
     方向に押し上げます。従って戻り圧油は、A1 から A2
     に流れることが可能になります。プランジャ③のポペ
     ットは、⑮のスプリングと⑱のパイロットピストンのバラ
     ンスにより開閉します。従ってパイロットピストンの押
     上げ力がスプリングの設定推力を上回れば圧油は、
     流れます。逆に下回ればポペットがシートに着座し
     アクチュエータの位置保持が可能になります。また
     A2 から A1 へ圧油の流れは、バイパスチェックバルブ
     により自由流れになります。またカウンタ圧力は、⑥
     の調整ねじにて可変出来ます。圧力設定範囲は、
     1 0 ～ 7 0 M Ｐ a の 範 囲 で 設 定 す る こ と が 可 能 で す 。
     但し必要以上にカウンタ圧力を上げますと回路的に
     シリンダの内圧が 7 0 M P a 以上の高圧に上昇し油圧
     機器が破損して事故につながる場合があります。
     次頁にカウンタバランスバルブのパイロット圧力の決
     め方についての例題を記していますので、参考にし
     てください。

図 -1

③

⑱

⑮ ⑥

A2B2

A1B1

PP

P T

P T

油圧回路図

A2B2

A1B1

PP
（注）パイロットポート 
      外部パイロット

このプラグを外して配管に
使用しないで下さい。
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W
S2
400
70.8

S2,P2

G1
W

W＝負荷（kN）
S2＝押側受圧面積（cm2）
P2＝押側作動油圧力（MPa）
G1＝圧力計

パイロット圧力は理論上任意の圧力で成立しますが、ノッキングなどの安定性を
考慮すると、二段吐出型の電動ポンプが高圧に切換わる 10 ～ 20MPa が推奨値
です。
例題 1 では圧力計 G1 が 10MPa になるようにカウンタ圧力を掛けると、P2 の圧力
は G1 の圧力に対して無関係に 56.5MPa 前後で振れながら下降します。

例題 1
複動油圧ツリンダ NR50 トンシリーズで負荷 400kN の荷重を載せたまま下げる場合

W＝負荷 400kN
S2＝押側受圧面積 70.8cm2

上記の条件で押側の圧力 P2 を計算すると。

P2＝     ×10

    ＝     ×10

    ＝56.5MPa

   ● 使用例題 

     例題 1 . ジャッキアップによる外部パイロット制御方式 ( 図 -2）

図 -2

参考油圧回路図
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図 -2

参考油圧回路図

 2 . V D S Q - 1 0、V D S Q - 2 0、V S Q - 0 3 - 7 0 シリーズ

   ● 内部パイロット制御時の作動原理 （図 -3）

     内部パイロット制御が可能な機種は、全機種ですが
     ここでは、構造が異なる V R S Q B - 4 0 は、除きます。
     内部パイロット制御は、制御側圧力の内部圧力より
     制御パイロット圧力を導きます。油圧回路図で A 2 を
     戻りポートとした場合 A 1 から A 2 に油が流れます。
     し か し A 1 か ら A 2 に 流 出 を 可 能 に す る に は 、 ③ の
     プ ラ ン ジ ャ の ポ ペ ッ ト を 押 し 開 け る こ と に な り ま す 。
     プランジャの③は、スプリング⑮によりシートに押し
     つけられています。但し外部パイロット制御とは異な
     り圧力保持、位置保持は、確実に出来ません。これ
     は内部パイロット制御のため常にポペットを押し開こ

     うとする内圧が掛かるためです。ポペットを確実に閉
     めるためには、A 1 と A 2 に大きな差圧が必要になり
     ます。これ以降の作動原理は、外部パイロット制御
     と同様です。なお内部パイロット制御の場合の圧力
     は、⑥の調整ねじにて可変できます。設定範囲は、
     10 ～ 70MPa の範囲で設定することが可能です。外部
     パイロット制御とは異なり設定圧力、流量範囲以内でご
     使用の限りメータイン制御、メータアウト制御に係わらず
     カウンタ（シーケンス）制御圧力以上にシリンダ内圧が
     上昇することは、有りません。
     次頁にカウンタバランスバルブのパイロット圧力の決
     め方についての例題を記していますので、参考にし
     てください。

図 -3

VDSQ-10・VDSQ-20バルブ構造図

（注）パイロットポートのプラグが上向きの場合は外部パイロット制御となります。
      180°水平に回転させて取付けると B ポート制御になります。

⑮

③

⑥

A2B2

A1B1

P T

P T

油圧回路図

A2B2

A1B1

油圧回路図

VSQ-03-70バルブ構造図

⑥ ⑮

③

PP

PP PP（注 1）

PP（注 2）

A1

A2

A2

A1

このプラグを外して、配管
に使用しないで下さい。

エンドキャップ

パイロットポート

（注 1）パイロットポートがこの位置にあればバルブは内部パイロットで機能します。
（注�）エンドキャップを 180°回転させて取付けてから、外部からパイロットポートに圧力を供給すれば外部パイロットで機能します。

PP

（注）パイロットポート 
      内部パイロット

このプラグを外して配管に
使用しないで下さい。
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S1
S2

S1
S2 S1

S2
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70.8

42.6
70.8

W
S1

BP－
W
S1

45.8－ 1500
42.6

S2 と P2

BP
S1 と P1

W

S1＝引側受圧面積（cm2）
S2＝押側受圧面積（cm2）
BP＝引側バランス圧力（kgf/cm2）
BP＝負荷とバランスの差圧力（kgf/cm2）
W＝ジグの負荷（kg）
F ＝プレスの推力（kg）
P1＝引側作動油圧力（kgf/cm2）
P2＝押側作動油圧力（kgf/cm2）

公式 1 ： 引側の負荷バランス圧力を求める。

BP＝     ×1.3

公式 2：負荷バランス圧力を押側作動油圧力に換算する。
   負荷とバランス圧力の差圧△BP は

△BP＝

公式 3 ： 総プレス圧力（バランス差圧力�BP を含む）

P2＝      ＋        ×△BP

例題
複動油圧シリンダ NR-5300T で推力 40tf でプレスジグ自
重
1.5t f をぶら下げた場合の総プレス圧力を求める場合。
F＝400kN
W＝1500kg
S1＝42.6cm2

S2＝70.8cm2

左記の条件で総プレス圧力を計算すると

公式 1 より

BP＝     ×1.3

  ＝       ×1.3

  ＝45.8kgf/cm2（4.58MPa）

公式 2 より

△BP＝

      ＝

      ＝10.6kgf/cm2（1.06MPa）

公式 3 より

P2＝      ＋        ×△BP

    ＝       ＋       ×△10.6

    ＝571.4kgf/cm2（57.14MPa）

   ● 使用例題 

     例題 2 . プレス回路による内部パイロット制御方式の負荷バランシング回路 ( 図 -4）

図 -4

△
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図 -4

△

図 -5

 3 . V R S Q B - 4 0
   ● 内部パイロット制御時の作動原理 （図 -5）

     V R S Q B - 4 0 は 、 内 部 パ イ ロ ッ ト 方 式 の み の カ ウ ン タ
     バランスバルブです。内部パイロット制御は、制御側
     圧力の内部圧力により制御パイロット圧力を導きま
     す。油圧回路図で B 2 を戻りポートとした場合 B 1 か
     ら B 2 に油が流れます。しかし B 1 から B 2 に流出を
     可能にするには、⑬のスプールを押し開けることにな
     ります。スプール⑬は、スプリング⑤により弁座に押
     しつけられておりますが加圧して圧油が A 2 から A 1
     に流れた場合Ｂ１に内圧が発生します。この内圧は、
     ⑬のスプールを押し開けることになり結果、 B 1 から
     B 2 へ圧油が流れることを可能にします。

     このカウンタバランスバルブの調整圧力は、 3 M P a
     ～ 1 0 M P a まで調整が出来ます。カウンタ 圧力は 、
     ①の調整ねじにて可変出来ます。また注意点として
     構造が内部パイロット制御のためにこのバルブのだ
     けでは圧力保持、位置保持は確実に出来ません。
     これは内部パイロット制御のために常にスプールを
     押し開こうとする内圧が掛かるためです。圧力保持、
     位置保持が必要な場合には、さらにパイロットオペ
     レートチェックバルブを積層してください。

⑬

① ⑤

油圧回路図

VRSQB-40バルブ構造図

A2B2

B2

TP

TP A1

A2

A1

B1

B1
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最大流量 ： 10L/min
              20L/min
カウンタバランスバルブ

マニホールド形
A または B ポート制御どち
らか一方が可能

最大流量 ： 40L/min

カウンタバランスバルブ

制御ポート ： B ポート制御

マニホールド形

最高使用圧力 ： 70MPa  最大流量 ： 20L/min

カウンタバランスバルブ

制御ポート ： A または B ポート制御どち
              らか一方が可能

配管接続形

カウンタバランスバルブ

項目

  最高使用圧力（MPa）

  高圧最大流量（L/min）

  低圧最大流量（L/min）

  設定可能圧力範囲（MPa）

  クラッキング圧力（MPa）

  使用油温範囲（℃）

  取付方向

  ボルト締め付けトルク（N∙cm）

  パイロット制御方式

VDSQ-10
70
0.8
10

10 ～ 70
0.1

15 ～ 55
制限なし

2450 ～ 2744
内部 / 外部

VDSQ-20
70
2.0
20

10 ～ 70
0.1

15 ～ 55
制限なし

2940 ～ 3430
内部 / 外部

VRSQB-40
70
7.5
40

3 ～ 10
0.1

15 ～ 55
制限なし

7840 ～ 9800
内部のみ

VSQ-03-70
70
2.0
20

10 ～ 70
0.1

15 ～ 55
制限なし

ー

内部 / 外部

7 . 0 保守点検
 1 . 稼動前の点検事項
　　　　　警告 ： アクチュエータとバルブ間の圧力を抜いて下さ
　　　　　い。A,B ポートを何回か交互に作動させ両ポート共に
圧力が抜けた事を確認して下さい。

　　a. バルブからの油漏れがないか点検し油漏れがあった場合
          は、整備し正常に直ったことを確認してから作動して下
          さい。

　　b. バルブを取り付けているボルトの緩みがないか点検し緩ん
          でいる時は、規定のトルクで増締めして下さい。

 2 . 稼働中の点検事項
　　下記の項目を確認し、異常があったら直ちに作動を停止
　　し点検、整備して下さい。

　　a. バルブの作動状態、および圧力上昇に異常はないか。

　　b. バルブからの外部油漏れはないか。

　　c. 異常音、異常振動および異臭はないか。

　　d. 作動油の温度が 55℃以上になっていないか。
　　　　　警告 ： バルブにピンホール等が明き高圧油が噴出し
　　　　　ているところに手や身体を近づけないで下さい。皮膚
等を貫通し、重傷を負う恐れがあります。

 3 . 稼動後の点検事項
　　a. 点検時は , 圧力が掛かっている状態で部品等を分解し
          ないで下さい。必ず圧力を抜いてから点検作業を実施
           して下さい。

　　b. 油漏れ、その他異常箇所があるか点検し異常箇所のあ

          る場合は、必ず整備 ・ 修理を実施し原因を取り除いて
          から再稼働して下さい。

　　c. 点検に関して何かご不明な点がございましたらお買上げ
          げの販売店に問い合わせて下さい。

5 . 0 バルブの型式

  VD  SQ  ー   20   VR  SQ  B ー  40

  V SQ ー 03 ー  70

6 . 0 バルブの仕様

  仕様表
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5 . 0 バルブの型式

  VD  SQ  ー   20   VR  SQ  B ー  40

  V SQ ー 03 ー  70

6 . 0 バルブの仕様

  仕様表

  圧力が上昇しない。

  保持した圧力が低下する。

  回路圧力が脈動を起こし

  たり切換時、異音を発生

  する。

  各部パッキンの破損がある。

  各部パッキンの破損がある。

  圧力保持のスプール部に傷又は、

  ゴミ等がはさまっている。

  ﾊﾞｲﾊﾟｽﾁｪｯｸｼｰﾄに傷又は、ゴミ

  等がはさまっている。

  フランジ面のパッキンが破損している。

  過大流量になっている。

  カプラの具合が悪い。

  アクチュエータの取り付けが悪い。

  設定圧力がシステム回路上におい

  て共振ポイントになっている。

  パイロットチェックバルブの積層位置

  が間違っている。

  破損しているＯﾘﾝｸﾞ又は､ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾘﾝｸﾞを新品の部

  品と交換する。

  破損しているＯﾘﾝｸﾞ又は､ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾘﾝｸﾞを新品の部

  品と交換する。

  スプール又は、シートを新品の部品と交換する。

  ゴミは、取り除く。

  ﾁｪｯｸｼｰﾄ部と新品の部品と交換する。

  ゴミは、取り除く。

  破損しているパッキンを交換する。

  システム上の流量を再検討して適正な流量にコン

  トロールする。

  接続を確認する。又は、交換してみる。

  ｱｸﾁｭｴｰﾀから切り離し、バルブの A,Bﾎﾟｰﾄをホース

  で接続し作動確認を行う。

  設定圧力を若干調整し、さらに可変してみる。

  カウンタバランスバルブの上にパイロットチェックバルブ

  を積層する。

9 . 0 保証について
 1 . 保証の範囲

    保証の範囲は日本国内で購入され、日本国内で使用

    した場合に限ります。

 2 . 保証期間

    ご購入日より 1 年間

 3 . 保証事項

    通常のご使用で当社の責任に起囚する材料、製造上

    の欠陥が上記保証期間内に発生した場合は、出張修

    理には対応しておりませんので、商品を弊社に戻して

    頂いて調査確認後に、無償修理または新品と交換を

    致します。原則的に調査報告書もお受け致しておりま

    せん。また、欠陥や故障に付随して発生する二次的

    損害および製品の取外し、取付けに関するなどの附帯

    費用に関して、当社は一切の保証および責任を負い

    ませんのでご了承ください。

 4 . 保証適用除外事項

   a. 製品の誤った選定、誤ったシステムの下で生じた事

     故、それに伴う他の損害が発生した場合。

   b. 当社に相談や了解なく変更や、改造された場合。

   c. 過酷な使用による消耗部品の損傷や磨耗による場合。

   d. 当社製品が装置や設備等に組み込まれた事故に対

     する損害。

   e. 当社製品の故障によって誘発される損害。

   f . 自然災害による損害。

 5 . 特記事項

   a. 海外で購入された場合は有償修理になります。

   b. カタログ標準品を輸出された場合は、海外の当社グ

     ループ会社が有償修理致します。

   c. 特注品を輸出する場合は、事前にアフターサービス

     についての契約がされていないと、現地修理は受け

     付けないことがあります。

8 . 0 故障時の解説と対応

故障の症状 原 因 処 置



10


